
 

(仮称)南部拠点防災倉庫の概要 

 ・用地面積：約 ３，４４６ ㎡ 

 ・施設概要：鉄骨造平屋建約 ６００㎡ 

 ・用途：支援物資の保管・荷捌きｽﾍﾟｰｽ、

事務室等 

 ・役割：災害時、主に南消防署管内の 

指定避難所に全国からの救援物資の

荷捌き、配送を実施。 

２月定例月議会における議案２月定例月議会における議案２月定例月議会における議案２月定例月議会における議案に対する意見募集に対する意見募集に対する意見募集に対する意見募集    

 

 №１ 防災倉庫整備事業（当初予算）について 

 

大規模災害に備え、市内の３ヵ所に拠点防災倉庫を整備し、各地区の指定避

難所に迅速に救援物資を配送するための荷捌き機能を有する防災倉庫の整備事

業です。 

 今回の事業におけるご意見とともに、各避難所施設の運営等についてもご意

見を募集いたします。 

    

１．目的１．目的１．目的１．目的 

災害時に、各地区の指定避難所へ迅速に救援物資を配送するため、荷捌き

機能を有する拠点防災倉庫（第２次拠点・市内３カ所）の整備に向け、実施

設計・造成工事（<仮称>南部拠点防災倉庫）及び基本調査（<仮称>北部拠点

防災倉庫）を実施する。また、安島防災倉庫を中央部の拠点防災倉庫として

の機能強化を図る。 

 

２．２．２．２．内容内容内容内容 

（１）事業概要 

 ①（仮称）南部拠点防災倉庫 

  ・整備場所  波木町 2080 番地内 

  ・事業費   実施設計、造成工事    ２２，４００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②(仮称)北部拠点防災倉庫 

・候補地選定及び基本調査      １，３００千円 

 ③安島防災倉庫 

・備蓄品の配備（食料、毛布等）    ２７，６００千円 

(仮称)南部拠点防災倉庫 



 

（２）整備スケジュール 
 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

(仮称)南部 

拠点防災倉庫 

基本調査 

候補地選定 

造成工事 

実施設計 
建築工事 運用開始  

(仮称)北部 

拠点防災倉庫 
 

基本調査 

候補地選定 

用地取得 

造成工事 

実施設計 

建築工事 運用開始 

安島防災倉庫  
備蓄品の 

配備 
   

 

３．３．３．３．予算予算予算予算額額額額    ５１，３００千円  （財源内訳）県支出金   １，３００千円 

 （前年度  １，３００千円）      市  債  １４，７００千円 

一般財源  ３５，３００千円 

 



                                               ２ 

 
(5) 南部拠点防災倉庫候補地の選定                                (6)南部拠点防災倉庫の整備スケジュール 
 
 南部拠点防災倉庫の候補地の選定については、既存の南部丘陵防災倉庫との連携を視野に 
入れると共に、大規模災害時の市南部の拠点的な機能を担う施設として、備蓄資機材の保管 
や救援物資等の集配、一時集積が可能な面積の確保を優先して検討を行った。市有地の有効 
活用や周辺の道路状況等についても考慮し、現在、南部丘陵公園第２駐車場部分（前頁 候補 
地Ｂ）を候補地とする。 
 

○南部拠点防災倉庫候補地…南部丘陵公園周辺（波木町 2080 市有地 公簿 3,446.46 ㎡ 宅地） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

スケジュール 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 
（仮）南部拠点

防災倉庫 
基本調査 
候補地選定 

造成工事・設計 建築工事 運用開始  

（仮）北部拠点

防災倉庫 
 基本調査 

候補地選定 
用地取得 
造成工事・設計 

建築工事 運用開始 

 

 ◎(仮称)南部拠点防災倉庫の概要 
  

・敷地面積：公簿 3,446.46 ㎡ 宅地 (所在地 波木町２０８０) 

・建物構造：鉄骨造平屋建て  

・延べ面積：約６００㎡ 

・建物用途 保管機能(救援物資及び備蓄品)、荷捌きスペース、事務室、機械室等 

南部拠点防災倉庫（候補地Ｂ） 

既存 南部丘陵防災倉庫 

可動式間仕切り 

40m 

15m 

機械室 

事務室 

トイレ 

多目的スペース 荷捌き場兼通路 

備蓄ラック(2 段式) 

倉庫配置

進入路 

進入路 

倉  庫 


